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序

神辺平野は備後南部における遺跡の宝庫といえます。平野全域が遺跡といって

も過言ではありません。 しかし， この遺跡の宝庫も，福山市のベッドタウンとし

て都市化の波に洗われ，区画整理や宅地造成などで次第に貴重な遺跡が失なわれ

ています。

このたび当研究所が調査を担当した大宮遺跡も，区画整理に伴う道路工事中に

発見された遺跡で，本格的な工事に対処して第1次の調査を実施したものです。

発掘調査の結果， はからずも弥生前期の環濠らしき遺構を検出することができま

した。 また，出土した多量の弥生土器は，備後における弥生前期の基準資料とも

なる貴重なものです。 また，焼けた壁土や灰炭層の検出から，工房跡の存在も予

想されます。ただ，今回の調査は短期間であったため，住居跡など集落の様相を

明らかにするまでには至りませんでしたが，前期の溝の外に中期の一回り大きな

溝も検出されており， この地域が弥生時代前期から中期にかけての広大な集落跡

であることは明白です。今後の調査によっては生活跡のみならず水田跡の検出も

可能で，備南における稲作農耕の始原を解明する重要な遺跡となることでしょう。

さて， ここにその成果の一端をまとめることができました。課題の多くは今後

の継続調査にかかっていますが， この概報によって遺跡の重要さは充分御理解い

ただけるものと思います。

なお，発掘調査にあたっては土地所有者ならびに神辺町・神辺町教育委員会・

湯野土地区画整理組合より多大な御協力をいただきました。 また，遺構遺物の検

討については広島大学文学部考古学研究室，奈良国立文化財研究所埋蔵文化財セ

ンターの御指導をいただきました。ここに関係各位に対し厚く御礼申しあげます。

最後に， この報告が神辺平野における遺跡保謹の契期となることを期待して発

刊の辞といたします。

1978年3月

広島県草戸千軒町遺跡調査研究所長

松 下 正 司
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例 言

1 ．本書は，昭和52年度(第1次)大宮遺跡発掘調査概報である。

2．第1図の地図は，建設省国土地理院長の承認を得て，同院発行の50,000分の1地形図

を複製したものである。 （承認番号)昭53中複・第60号

3．本概報は，松下正司の指導のもとに, I . III ･Ⅳ．V－2 ． 3 ．Ⅵを小都隆, II ･V

－1を上村和直が分担して執筆し，小都が編集した。

4．出土遺物の整理は広島県草戸千軒町遺跡調査研究所所員が行ない，遺物の実測， トレ

．－スは執筆者，遺構・遺物の写真撮影は福井万千・鹿見啓太郎が担当した。

5．本概報に記した記号SDは溝, SKは土壌, SXはその他の遺概を示す。



I はじめに

大宮遺跡は広島県深安郡神辺町大字湯野字丸畑(通称大宮)にある。

山王山東麓の大宮地区一帯では，耕作中に時折土器が採集されることから，大規模な弥生時

代の包含地があるのではないかと注意され，文化財保溌委員会の『全国過跡地図(広島県)』1967

にも｢大宮遺跡｣として記載されていた。 ところが昭和48年， この地域に湯野土地区画整理組合

が設立され，周辺一帯で大規模な区画整理が行なわれることになった。そこで昭和49年には4

月と11月の2回にわたり神辺町教育委員会により遺跡の北側に隣接する伝備後国庁跡（方八町

遺跡）の内容ならびに範囲の確認調査が行なわれたが，国府に関連する逝構，逝物は検出でき

ず条里制に伴う地割の確認と北側で弥生土器・土師器・須恵器を多量に含む池状の遺構を検出
（1）

したにすぎなかった。これにより南側では都市計画街路の建設が開始されたが，昭和50年には

用地内一角(27区)の街路側溝工事中に多湿の弥生土器が発見され，地元の「神辺郷土史研究会」
（21

をはじめとする郷土史家，研究者などの注目するところとなった。このため， これに隣接する

22．29区を南北に走る街路側溝の建設にあたっては昭和51年1月に御領避跡の調査を担当して

いた草戸千軒町遺跡調査研究所が試掘調査を行なって，弥生時代の溝・柱穴などがあることを

確認し，記録に残した。こうした経過から遺跡の保存対策を講ずるため広島県教育委員会は国

庫補助金を受けて継続調査することとし，本年度は草戸千軒町遡跡調査研究所が発掘調査を担

当した。

調査は，昭和52年12月5日から昭和53年1月10日までの23日間，以下の調査員で実施した。

松下正司(広島県草戸千軒町遺跡調査研究所所長)，北川英雄(同主任主事)，小都隆（同文化財

保謹主事)，福井万千(同指導主事)，鹿見啓太郎(同)，篠原芳秀(同)，志田原重人(同)，上村（

旧姓志道)和直(同調査補助員)，糸井崇雄(同)，佐藤昭嗣(神辺町教育委員会主事)。

また，潮見浩(広島大学文学部助教授)，川越哲志(同助手)，河瀬正利(同)，工楽善通（奈良

国立文化財研究所埋蔵文化財センター遡物処理研究室室長）の各氏からは適宜指導助言を得，

地元の神辺町，神辺町教育委員会，菅波哲郎(県立神辺工業高校教諭)，脇坂光彦（県立府中高

校教諭）佐藤一夫の各氏， さらには作業員の方々にはなにかとお世話になった。

なお土地所有者の佐藤守，山下主，金島寿逸，神原健次郎の各氏からは快く土地の発掘承諾

をいただくなど多大な協力を受けた，記して謝意を表したい。

注

(1)松下正司，鹿見啓太郎，加藤光臣｢神辺方八町(推定備後国府跡)の調査(一X二)｣調査研究ニュース『草

戸千軒町遺跡』NQ17. 19, 1974. 1975年

(2)神辺郷土史研究会｢弥生時代の神辺-75年度活動報告一｣r神辺の歴史と文化』第3号， 1975年

－1－



II位置と環境

神辺平野は広島県の東部を流れる芦田川によって形成された東西に長い平野で，大宮逝跡は

平野の東部， 山王山丘陵の東側に位置している。北・南・東は山に囲まれ，西は要害山・山王

山の低丘陵によって平野の西部・中央部とは隔てられている。平野の東部では北東から西南へ

高屋川が蛇行しながら流れ芦田川に合流しており，現在は広い水田となっている。現在の高屋

川は平野の南山麓を流れているが，旧河道はかって国鉄井原線が通っていたあたりであり，平

野の中央を流れていたものと推定される。神辺平野は芦田川・高屋川などによって峡谷から平

地に放出された土砂が堆積した沖祇平野であり，大宮遺跡の立地している場所は高屋川に沿っ

た自然堤防上である。この自然堤防と山王山や北側の丘陵との間には後背低湿地が形成され農

耕に適した場所であったろう。遺跡の標高は14mで現在の高屋川川床との比高は約2mある。

神辺平野は高屋川が改修される以前，大正時代まで何度も洪水にあっており，弥生時代におい

ても高屋川の氾濫原であり，絶えず洪水の危機にさらされていたものと考えられる。

気候は瀬戸内海性気候に属し，温暖で降水量は少ないが高屋川などの豊富な水があり，弥生

時代以降の農業環境はきわめて良好であった。

次に神辺平野東部における繩文時代後期から弥生時代にかけての過跡分布をみてみよう。

繩文時代後期の遺跡には御領巡跡(3)，岡遺跡(11)などがあり，晩期の遺跡には中島・丹花

遡跡(2)，大宮遺跡，岡遺跡，国分寺裏山避跡(5)などがある。北辺の丘陵端や沖頓地に位濯

したものが多いが，御領遺跡，中島・丹花避跡，大宮遺跡などは弥生時代の遺跡の立地と同様

な平野部に位置しており，注目される所である。

繩文時代も終り頃になると北九州に入った弥生文化は急速に西日本一帯に広がり，各地に弥

生時代の遺跡を残している。弥生時代前期前半の遺跡としては亀山過跡(14)をあげることがで

きる。この時期の遺跡は広島県内でも他に広島市中山遺跡をあげるのみであり，瀬戸内海沿岸

でも数少なく，点在的な分布をしめしている。

前期後半になると遺跡の数が増え，先の亀山遺跡を含め大宮逝跡，方八町遺跡(8)，おなか

逝跡（1）などがあり，福山湾沿岸では福山市草木遺跡，同ザプ遺跡，同本谷遺跡，同草戸千軒

町遺跡などがある。これらは亀山遺跡を除き丘陵周辺の平野部に立地しており，沖積平野の狭

い後背低湿地を水田として利用した小規模な水稲耕作を行なっていたものと考えられる。

中期の逝跡は前期後半に出現した遺跡が継続する場合が多いが，その他に新たな遺跡も出現

している。前期に出現した亀山過跡，大宮遺跡，おなか遺跡を始めとして領家遺跡(10)，中島

･丹花遺跡，表山遺跡(6)，御領避跡,道上小学校校庭遺跡(13)， 中谷遺跡(12)，西組遺跡(15）

などがあり，平野部だけでなく，周辺丘陵上にまで遺跡が分布している。この迩跡の増大は前

期からの低湿地水田を増加させ， また谷水田などを利用しはじめた結果であろう。

後期になると中期以上に遺跡が増加し平野部，丘陵部のみでなく山間部にまでみられるよう

－2－
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になる。中期から継続した中島・丹花遺跡，御領遡跡などと共に新たに国分寺下層遺跡(4)，

正殿寺遺跡(7)，方八町遺跡， 山王山遺跡（9）など多くが分布している。後期には低湿地農耕

だけでなく，瀧概等の技術を用いて耕地開発が進められ，生産力が増大したものと考えられ，

以前に比べ大きな集落が推定されている。
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小都隆｢芦田川水系における繩文時代遺跡の分布について」 r考古論集』 1977年
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III調査の経過

今年度の調査は東西街路の建設が予定されている13～15区について昭和52年12月5日から1

ヶ月間の予定で開始したが， この区域では明確な遺織を検出できなかったため，ひき続いてか

って多量の遺物が採集された27区の調査を実施し，昭和53年1月10日に終了した。

調査にあたって遺跡の地区表示は，遺物を包含すると考えられる深水川東岸の東西約120m,

南北約350mの計約40,000m2について，北西端から東・南方向へ田の区画毎に01, 02, 03………

37， 38， 39と地区割を行ない，弥生時代の集落跡を示す3Lと大宮遺跡の頭文字をとってOM,

さらに田の区画による地区番号00,つまり3LOM-00と表示した。このうち04～39区に至る

南北の都市計画幹線街路，ならびに02～27区， 01～31区の南北， 26～29区の東西街路はすでに

完成している。 また測量の基準線は遺跡の東縁を南北に走る幹線街路縁とし，今回の基準線は

これと平行に走る36号街路東縁とした。この基準線は磁北よりN4｡18'15"Wの方向である。

13～15区の調査は, 13･ 14区の全面と15区はその中央部を新設の南北街路が走っているため

西側半分の計1,100m'について実施した。調査は基準線に直角方向で, 13～15区を通したものと，

それに直交して各区に2本ずつの計7本のトレンチを設定し，遺構の確認を行なった。 14， 15区

では耕作土を取り除くと自然堆積と考えられる黄灰色粘土層があらわれ，下部の暗灰色粘土層

へ続いていた。 13区でも耕作土下には黄灰色粘土層がみられたが，拙乱されたものか汚れてお

り， その下には黄褐色粘土層さらに下には鉄分を含んで固く締った灰褐色砂質土がみられた。

これは深くなるほど固くなり岩盤が風化したものかもしれない。遺物はこの灰褐色砂質土上あ

るいは黄褐色粘土層中に若干の弥生土器，土師器，須恵器，土師質土器，瓦などが含まれてい

たが，各種のものが混在し磨滅したものが多いことから二次堆積と考えられよう。

27区はその中央を新設の東西街路が走っているため北半のみ約450m'について調査を実施した。

調査区は基準線に平行と直角方向に1辺6mの方眼で区切り，北西端から東・南方向へ1～17

区， さらに西端を北から18～20区と計20区を設けた。調査はまず1～5区の東西方向， 1～17

区の南北方向へそれぞれ3m幅でトンレチを設け，遺構の分布と土層の確認を行なったが，厚

さ約20cmの耕作土下には基盤である黄色粘土層が広がっており， それに15区では幅約2mの溝

が東西に， 3 ． 4区ではその境界付近にやはり幅2mの溝が南北に走っていた。 さらに5区東

半も若干撹乱されているようで， 1 ． 2 ． 6区では柱穴らしいものもみられた。以上のことか

ら27区は全域にわたりなんらかの遺構が広がっていることが予想されたため，全面を調査する

こととし，結果的には4区から15区へ湾曲してつながる溝SDOO1, 5 ･ 10区にみられる溝SD

002, SDOO1に囲まれた内側にみられるSKO11～022などの土砿， さらには多数の柱穴などを

明らかにした。遺物はこの遺構面全域に散布していたが，特にSDOO1には多く，弥生土器が整

理箱に約100箱，石器約150点，安山岩剥片約1100点などを明らかにした。

このように27区以外では特記することはないため，以下の記述は27区に限ることとする。
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Ⅳ遣 構

遺構には溝，土砿，柱穴などがある。いずれも耕作土下の黄色粘土層上面で明らかになった

ものであるが，後述するように遺構検出面は水田として開墾されたとき削られており，必ずし

も旧地表面を示すものではない。

l. 溝

SDOO1 04区から8 ･ 12･ 15区を通って20区へぬける，つまり調査区の北端から南西端へ

湾曲しながら続く溝で，幅1.9～2.3m,深さは遺構検出面よl)0.9～1.1mを測る。長大なため

場所によって若干の変化はみられるが，概して底は0.7～lm幅で平坦にしており，それから上

端へ60.以上の急傾斜でほぼ直線に削っている。従って底から地表へは深さと急傾斜， さらには

底に若干ながら湧水があり，湿気で壁面の粘土がすべるためによじ登ることは困難なほどであ

る。

溝内の堆積については数個所で断面観察用の畔を残しながら掘下げていったが必ずしも一様

ではない。すなわち15区の断面a-a'では，厚さ20～70cmもある暗褐色土層の下にはほとんど

遺物を含まない黄灰色土層があI),それがそのまま底の黄灰色粘土層に連続しているのに対し，

8区の断面c-c', 4区の断面。－.'では黄灰色土層下には遺物を多量に含む厚さ10～20cmの

黒褐色土が堆穣しその下に黄灰色粘土層があった。 また12区の断面b-b'では暗褐色土層下は

黄灰色土が焼けたと考えられる焼土のブロックや灰・炭を多量に含む層があり，他でみられる

ような有機物をほとんど含まないものとは様相を異にしており， その下に断面C－c' , d-d'

にみられる黒褐色土がみられた。このように1本のつながった溝でも場所によって若干その堆

械は異なってい'る。基本的には底から黄灰色粘土層，黒褐色土層，黄灰色土層，暗褐色土層の

4層の堆積が考えられよう。このうち底の黄灰色粘土と上部の黄灰色土は適構の基盤である黄

色粘土に若干の有機物が混入したもので，底の黄灰色粘土は若干の灰色粘土を含むがほとんど

汚れておらず短期間のうちに人為的に埋められたことが考えられ，上部の黄灰色土も若干の遺

物を含みはするが固く締められており底の黄灰色粘土と同様人為的に埋められたもの，つまり

溝底のかさ上げなどが行なわれたことが考えられる。これは上部の暗褐色土層，下部の黒褐色

土層に多量の遺物を含みながら，その内容はやや異なっていることからも時期差をあらわすも

のと考えられよう。以上のことから本報文では暗褐色土層を上層，黄灰色土層．黒褐色土層．

黄灰色粘土層をあわせて下層として記述した。

なお15区東半から16区にかけては断面a-a'に明らかなとおり，黒褐色土の堆積がみられず

黄灰色粘土が上部の黄灰色土と連続している。これは溝を分離するように長さ約4mにも及ん

でおり，上部が平坦なこの高まりの東端には径50～60cm大の土城もあることから一時は陸橋状

の役割をはたしたものと考えられる(SXO30)。
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また12区では断面b-b'にみられるとおり暗褐色土層下の黄灰色土が焼けており，灰や炭と

共に焼けたスサ入の粘土塊が層をなして堆積していた。これについては（1）黒褐色土の堆械に

よって浅くなった溝の上で多量の火を使用したため，あるいは（2）周辺部で多量の火を使用し，

それを黄灰色土の代りにこの部分に埋めたためという2つの考え方ができよう。前者の場合，

黒褐色土層上面をある程度整地し，中央部をやや掘り凹めて二重底風の溝としていることが観

察されたことから，火の使用を容易にした，例えば土器の焼成城などが考えられる。また後者

の場合だと， この種の焼けたスサ入粘土塊や，灰・炭は， この部分のみではなく15．20区など

の調査区南半部分，あるいは3区にも部分的に広がっていたことから，他の地域で焼いて残っ

た粘土塊や灰・炭を集め埋土として用いたということが考えられる。残念な力叡ら今回の調査で

はこの遺幟の性格を明らかにすることはて･きなかった。

SDOO2 調査区東端の05･ 10区を南北に走る幅3.5m以上の溝で，東壁は調査区外になるた

め明らかにできなかった。深さは検出面よI)1.5mを測るが壁面は傾斜が緩く，底は二重に掘凹
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めて幅0.7mの小溝状になっている。そのため底の下部溝の両側は幅約0.5mのテラス状になり，

東側テラスには径5～10cm大の丸太の杭が0.4～1.0m間隔で打込んであった。

溝内は底から壁面にかけて黄色粘土に有機物が混った黒褐色粘土層が厚さ約50cmにわたって

広がっており，その上に灰色砂と遺物を多量に含んだ暗褐色土が堆稲していた。堆積の状況は

SDOO1とは異なるが，前者と同様に一旦掘った溝底を黒褐色粘土で埋め浅くしているようで，

灰色砂層．暗褐色土層は一時期後の溝として用いられたものと考えられ， その底に灰色砂層が

みられたことから水が溜っていたことも考えられる。

以上のようにこの溝も暗褐色土層・灰色砂層(上層）と，黒褐色粘土層(下層)とで完全に分離

できるが，それぞれに含まれる遮物は下層ではSDOO1にみられるもの，上層ではより新らしい

ものと時期的に異なっており，底を上げるなどの改修をしながら長期にわたり使用したものと

考えられる。

2． 土礦

SKO11 SDOO1にそって15区で発見されたもので1辺約1mの隅丸方形をなし，ほぼ垂直

に深さ25cm程掘込んでいる。内部から若干の弥生土器が出土したが時期は明らかでない。

SKO12 SKO11の東に約l.5m離れてみられるもので、 1.2×0.8mの長方形をなし深さ40cm

を測る。層位的にはSXO30の黄灰色土上にあたり，内部には暗褐色土がつまっていた。また無

文で長胴の壷や，貼付凸帯やへラ描沈線を施した壷， 多条のへラ描沈線をもつ蕊などが多量に

出土しておI)後述のSDOO1上層様式あるいはそれより若干新しい時期のものと考えられる。

SKO13 SKO12と同様の規模，形態をなすもので， それより東に約2m離れた位置にある。

内部には暗褐色土がつまっており，底に接して多量の土器も検出された。土器の内容はSKO12

のものとほぼ同様で同時期と考えられるが， なかには蕊と蓋が完形でセットになったものもあ

り， こうした土器などの埋蔵用の土曠であったのかもしれない。

SKO14 SKO12の北3mにある浅い不整形の土城で，若干の弥生土器が出土した。

SKO15 SKO13の北約2mにあるもので，浅いが1.6×l.Omのやや大きめの方形をなす。

底からはSKO12内の土器と同様な特徴をもつものが出土したが，上部はかなり削平されている

ようで内容的にはSKO12．013と同様なものであったことが考えられる。

SKO16 SDOO1埋没前に掘られた土曠だが， それとの前後関係は明らかではない。長辺約

3mの方形をなすらしく，深さは20cmを測る。底は平担で一方には径30cmの柱穴があり他方は

1辺約lmの土域SKO17に切られており， その他の部分には焼土・炭が薄く広がっていた。こ

の焼土は先に記したSDOO1-12区の暗褐色土層下の焼土層に通じるものであり，位置的にも接

することからそれに関係するもの， あるいは一連のものとしてとらえられるものかもしれない。

なお内部からは多量の土器が出土したがへラ描沈線や貼付凸帯の壷，ヘラ描沈線の甕などがあ

りその他に1片ではあるが貝殻木ノ葉文のついた土器片が出土して, SDOO1上層のものと接合
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した。

SKO18．019 7 ･ 8区で発見された長径1.5mを越す不整形の土曠で；いずれも内部には

若干の弥生土器が含まれていた。

SKO20 径1m,深さ40cmのほぼ円形をなす。内部からは近世陶磁器が出土した。この東

約7mにあるSKO21も近世のものである。

SKO22 一辺約2mの浅い土職でSDOO1に切られている。

SKO25 SDOO1埋没後に溝上に掘った土砿で，土層が溝上層の暗褐色土と同様であったこ

とからプランは明らかにできなかった。ただ径約50cm,深さ約30cmの範囲にほとんど土を含ま

ないほど土器がつめられており， これが土砿の範囲と考えられよう。内容的にはSDOO1上層の

ものと変化はなく，時期差もほとんどないものと考えられる。

3． 柱穴

SDOO1に囲まれた範囲内で，柱穴と考えられるものが多数検出された。特に1 ． 2区に多く

SDOO1溝とはやや離れた位置が多いといえるが，面的につながりをもつと考えられるものは明

らかにできなかった。大半のものに弥生土器などの遺物が混入していたが深さ，径とも20～40

cm大の小形のものが多く上部が削平されたもののようである。

以上のように今次調査区ではSDOO1溝を中心に多くの遺構が検出された。SDOO1は調査区外

の北・西方向に弧状をなして連続しており，かなりの規模であったことが予想される。西方部

分については，西約20mの位置が昭和51年に試掘調査されており，幅1.8m,深さ50cmの満が確

認されている。これは今次調査のものに比べ深さが約50cmも浅いが，当時の断面図をみるとS

DOO1の基本的層位である暗褐色土層，黄灰色土層，黒褐色土層，黄灰色粘土層のうちの黒褐色

土層までしか調査していなかったためと考えられ，そうすると堆積，規模とも今次調査区のも

のに類似し，つながることが予想される。その場合，仮にこの方向で延長していくものとする

ならば，径約80mの環状をなすことになる。 またSDOO2は，その一部しか確認できなかったが，

昭和50年に行なわれたこの南に接する街路側溝工事の際，溺状の落込みが続いていたことが注

意されており，そこから多量の弥生前・中期の土器が採集されている。 また西側では試掘調盃

時にSDOO1の延長と考えられる溝の南に約10m離れて大きな溝が確認されており， これらを総

合するとSDOO1の外側に沿ってもう一重の溝が巡っていたことが考えられる。

なお溝に囲まれた部分では，土城や柱穴などが明らかになったが，時期的にはSDOO1より古

いもの，埋没時のもの，それより若干新しいものなどがあり複雑な様相を示している。また場

所によっては上部がかなり削平されたと考えられる部分もある。従ってこれらを時期毎に面的

な広がりとしてとらえることはできなかった。
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V遣 物

1． 土器

土器は繩文土器・弥生土器・土師器・須恵器が出土した。特に27区SDOO1.002溝からは弥生

土器編年の基準となる資料を得た。そこで今回はこの遺櫛から出土した土器を一括して報告す

ることにした。

(1) SDOO1溝出土の土器

SDOO1溝は下層黒褐色土と上層暗褐色土の土器包含層がほとんど土器を含まない黄灰色土の

間層によって分離されている。上・下層の過物は接合することなく，層位的に区分され，それ

ぞれに時期的なまとまりがあることから，今回の報告では下層の土器をSDOO1下層様式，上層

の土器をSDOO1上層様式と呼んで分けて記述することにする。

a SDOO1下層様式の土器

器種には壷・蕊・鉢・蓋がある。土器は砂粒を多く含み，特に喪には多い。色調は暗褐色・

赤褐色のものが多く，黒斑が付いたものもある。

壷形土器(1～18．61～66） 壷には胴部が扁平なものと長胴なものがあるが前者は少なく，

口縁端部に刻目を施すものも若干ある。成形は粘土円板を底部としてその上に粘土紐で成形し

ており，平底である。外面の調整はへう磨きで，内面もへう磨きしたものもある。施文は調整

後に行なうものが多く回転台を利用している。壷は頚部・肩部・胴部の施文手法により次のよ

うに分類できる。壷A)無文のもの(11)。壷B)ヘラ描沈線のもの(1～4)。壷C)段を作り

その下にへう描沈線を施すもの(8． 9)。壷D)削出凸帯のもの(5～7 ．63～65)。壷E)貼

付凸帯のもの(15)。壷F)削出凸帯とへラ描沈線のもの(13)。壷H)削出凸帯と貼付凸帯のも

の(12．18)。壷I) 2本以上のへラ描沈線間に縦沈線を施すもの(14)。壷J) 2本以上のへラ

描沈線間に刺突文を施すもの(66)。さらに， 口縁内面にへう描沈線を施すもの(61)がある。ま

た無頚壷(17)が数点出土している。

尭形土器(20～28．67．68） 変は胴が張らないものがほとんどである。口縁部はくの字状

に外反するものと大きく外反して平坦になるものがある。口縁端部に刻目を施すものも若干あ

る。成形は壷と同じく粘土円板成形であり，平底である。また底部に焼成後の穿孔が見られる

ものもある。内面の調整はへう磨きであり，外面もへう磨きを行なうものが多い。ほとんどの

ものにススが付着している。察は胴部の施文手法により次のように分類できる。変A)無文の

もの(28)。察B)へラ描沈線のもの(20．22．23)。察C)段を作るもの(21)。嚢D)段を作り

その上にへう描沈線を施すもの(24)。嚢E)削出凸帯のもの(25)。爽G) 2本以上のへラ描沈

線間に縦沈線を施すもの(26.67)。嚢H) 2本以上のへラ描沈線間に山形文を施すもの(27)｡
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*I) 2本以上のへラ描沈線間に刺突文を施すもの(68)｡

鉢形土器(29.30） 鉢には口縁部が外反するものがある。無文であるが，ヘラ描沈線を施

すものもある。底部は粘土円板成形で平底である。内外面共にへう磨き調整である。

蓋形土器(31～35） 蓋には壷用の小形と甕用の大形のものとがある。壷用には円盤形(31）

と笠形(32~34)とがあり，甕には笠形(35)がある。成形は手づくねである。

b SDOO1上層様式の土器

器種には壷・嚢・鉢・蓋・ ミニチュア土器がある。胎土・色調は下層と同様である。

壷形土器(36～46.69～78） 壷には長胴で， 口縁端部に刻目を施すものがある。成形調整

は下層と同様であるが，内面をへう磨きするものは少ない。壷は頚部・屑部・胴部の施文手法

により次のように分類できる。壷A)無文のもの。壷B)ヘラ描沈線のもの(36．42．45)。壷

C)段を作りその下にへう描沈線を施すもの,"D)削出凸帯のもの。壷E)貼付凸帯のもの

(37．40．41．72～74)。壷G)貼付凸帯とへラ描沈線のもの(38)。壷H)削出凸帯と貼付凸帯

のもの(39)。壷I) 2本以上のへラ描沈線間に縦沈線を施すもの。壷J) 2本以上のへラ描沈

線間に刺突文を施すもの(43．75．76)。また円形浮文を貼付けるもの(44)，木ノ葉文を施すも

の(71)，削出凸帯に刺突文を施すもの(77)， 口縁内面に刻目凸帯を貼付けるもの(69．70)など

もある。

璽形土器(47～51.79～81） 察には胴が張るものが多くなる。口縁部はくの字状に外反す

るもの，大きく外反し平坦になるもの， 口縁部に凸帯を貼付けた三角口縁のものがある。さら

に口縁端部に刻目を施すものもある。成形・調整は下層と同様であるが，外面をへう磨きする

ものは少ない。喪は胴部の施文手法により次のように分類できる。喪A)無文のもの(48．49)｡

*B)へラ描沈線のもの(47．79)。護F)貼付凸帯のもの(80)。変G) 2本以上のへラ描沈線

間に縦沈線を施すもの。察H) 2本以上のへラ描沈線間に山形文を施すもの。頚I) 2本以上

のへラ描沈線間に刺突文を施すもの(81)。その他に円形浮文を貼付けるもの(50)などもある。

鉢形土器(52～55） 鉢には口縁部が外反するもの(52.53)と三角口縁のもの(54)とがあI)

無文である。成形・調整は下層と同様である。

蓋形土器(57～59） 蓋には壷用笠形のもの(57.58)と蕊用笠形のもの(59)がある。

ミニチュア土器(56.60） 鉢形のものが2点ある。いずれも手づくね成形である。

(2) SDOO2溝出土の土器

_ SDOO鯖は土層の堆積状況が明確ではなく，土器を一括で取上げているが，概して上層では

一ほとんどが中期のもので，下層には前期のものも含まれていた。ここでは量的に多い中期のも

のを取上げる事にする。器種には壷・蜜・鉢がある。土器はSDOO1のものに比べると砂粒が少

なくなり，色調も明るくなって，灰白色や黄褐色のものが多い。

壷形土器(82～85.91～96） 壷には胴部が球形のものと長胴のものがあり，後者が多い。
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口縁端部が下へ拡張したものも見られる。底部は中央部が凹んだものが多い。成形は底部から

粘土紐で行なっている。壷は頚部・肩部・胴部の施文手法により次のように分類できる。壷A)

無文のもの(83.84>・壷B)クシ描文様のもの(85)。壷C)貼付凸帯のもの(91.94)。壷D)

貼付凸帯とクシ描文様の手法のもの(82)。さらに， 口縁内面にクシ描文様を施すもの(92)や貼

付凸帯をつけるもの(95.96)などもある。また無頸壷(93)も数点ある。

室形土器(87～90.97） 嚢には胴が張るものと張らないもの，口縁部はくの字状に外反

するものと三角口縁のものがある。底部には平底と凹底があり，焼成後の穿孔があるものもあ

る。喪は胴部の施文手法により次のように分類できる。喪A)無文のもの(87．88)。喪B)ク

シ描文様のもの(89.97)。嚢C)貼付凸帯のもの。嚢D)貼付凸帯とクシ描文様のもの(90)。

鉢形土器(86） 小形の鉢が出土している。

(3) 出土土器の編年について

大宮遺跡SDOO1の上・下各様式の土器の変遷を壷・甕を指標にして考えてみたい。壷Bのへ

ラ描沈線は下層のものが2 ． 3条を中心にしているのに対し，上層のものは3 ． 4条を中心と

しており， 多条化の傾向を示している。これは蕊Bのへラ描沈線についても下層では2～4条

を，上層では3 ．4条を中心にしており同様の傾向を示している。 しかし，壷・爽共に無文の

ものや少条のものも上層で出土しており，一概に古いとは言えない状況である。段手法を用い

た壷Cや喪C・Dは下層では出土しているが，上層では見られない。また， これらの手法を用
（1）

いた土器は亀山遺跡Ia式に類似したものが見られる。削出凸帯を用いた壷Dは下層に多く，

上層には少ない。甕にも同手法のEがあるが下層で1点出土しており，上層では見られない。

貼付凸帯を用いた壷Eは壷Dとは反対に，下屑には少なく上届に多く見られる。また蜜Fも下

屑には見られないが上層では出土している。 2つの手法を組合わせた壷F・Gでは先の壷，．

Eの傾向と同じく,.=Fは下層のみに見られ，壷Gは上層のみに見られる。上・下層の中心を

なす削出凸帯と貼付凸帯を合わせた壷Hは下層の方が多い。その他の壷や喪ではそれほど大き

第1表SDOO1溝出土土器文様表

壺形土器

喪形土器
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器種 A B C ， E F G H I 』

本数 1 2 3 4 5 6 8 10 1 2 3 4 5 1 2 3 4

下層 6 5 33 33 17 11 1 1 0 4 6 27 35 28 4 28 14 0 0 1 0 4 1 5

上届 5 1 8 32 38 21 13 1 1 0 1 4 15 2 0 64 47 7 1 0 2 1 1 2

器甑 A B C ， E F G H I

本数 1 2 3 4 5 6 7 8 10 3 4 1 2

下層 27 2 49 105 41 4 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 2 2 1

上層 43 4 21 69 43 20 2 3 2 1 0 0 0 0 3 1 2 1 5



な差は無い。

畿内の弥生時代前期の土器の変遷については田辺昭三・佐原真両氏が成形・文様等から古段

階(段の手法をそのまま文様に利用する段階)，中段階（削出凸帯が生じ，少条のへラ描沈線を

用いる段階)，新段階(貼付凸帯が生じ， 多条のへラ描沈線を用いる段階）の3段階に分類して
12）

いる。この変遷は若干の地域差はあるものの瀬戸内地方においても基本的には適応できると考

えられるが，それぞれは明確に分れるものではなく，かなりの幅をもって変化している。

さて，大宮遺跡SDOOl上・下層様式の土器群を上記の変遷にあてはめて考えてみるとどうで

あろうか。壷B･D,¥Bを中心とした下層様式の一括遺物は中階段に比定できると考えられ

る。しかし，その中でも段の手法を持った壷Cや察C・Dなどは古い要素を残しており，貼付

凸帯を持った壷E・Hなどは新しい要素を持ったものである。上層様式の壷B・E,甕B・F

を中心とした一括遺物は新段階に比定されるものと考えられるが，壷B・嚢Bで亀山遺跡Ib

式のように5条以上にもなる多条のへラ描沈線を持ったものは少なく，新段階の中でも比較的

古い方に位證づけられよう。またその中でも削出凸帯を持つ壷D･Hなどは古い要素を残して

いる。喪Aで三角口縁のものは中期になると多く見られ，新しい要素を持っている。

またSDOO2の土器の位置づけも考えてみたい。土器群の中心は壷B・D,*A・Bであり，

無文とクシ描文様の2者が多い。これらの土器は亀山II式に類似しており，中期前半に位置づ

けられ, SDOO1上層様式の後に続く事になる。またこの中でも壷の口縁部が下に拡張する82な

どはかなり新しい要素を持ったものと言えよう。

上記の変遷を基にして周辺の遺跡との関係を見てみたい。今まで広島県東部地域での前期の

土器は亀山遺跡での編年を中心としていた。この編年はIa式とIb式に分けられるが, Ia

式は段の手法を持ち古段階に位置づけられる。 Ib式は壷が貼付凸帯を中心としており，壷・

嚢のへラ描沈線が多くSDOO1上層よりもやや新しく位置づけられる。 また前期の遺跡では草木
（3） （4）

遺跡・ザプ遡跡などがあるが，いずれも新段階に比定される。またSDOO2と同時期と考えられ

る遺跡には領家過跡・ザプ遺跡などがある。

第2表大宮遺跡出土土器編年表
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さらに瀬戸内地方において，各地域の土器との並行関係を考えてみたい。SDOO1下層と並行
（5） （6） （7）

すると考えられる土器には山口県上原II類，同宮原第1溝v層，岡山県雄町I式などがあり，

いずれも削出凸帯の手法を特徴としている。SDOO1上層の木ノ葉文の壷(71)と円形浮文の壷(44)

・空(50)はいずれも他地域から移入された土器と考えられる。木ノ葉文を貝殻で施文する手法
（8） （9）

はこれまで東限が山口県岩田泄跡といわれており，山口県土井浜I式に比定されるものである。
09

また円形浮文の土器は兵庫県千代田逝跡で類似した蜜が見られ，千代田I式に比定される。ま
qり

た壷の口縁内面に凸帯を貼付ける手法は愛媛県阿方式の特徴を備えている。また広島県中山II
G9

式，山口県宮原第1溝Ⅳ屑，岡山県雄町II式は貼付凸帯の手法を特徴としており, SDOO1上層
0画

と並行していると考えられる。SDOO2と並行すると考えられる土器には岡山県南方II式，兵庫
qO

県千代田Ⅲ式，愛媛県土居窪Ⅲ式などがあり，いずれもクシ描文の手法を特徴としている。以

上を整理して表示すると第2表のようになる。

注

(1)潮見浩｢広島県亀山逝跡発掘調査報告｣『広島大学文学部紀要』21号1962年

以下，亀山逝跡の土器はこれに従う。

(2)田辺昭三・佐原真｢弥生文化の発展と地域性一近畿｣『日本の考古学』In 1966年

(3)佐道弘之｢郷分町草木逝跡調在報告｣『福山市文化財年報』5 1964年

(4)中田昭｢ザプ遺跡一弥生式土器｣『山陽新幹線建設地内過跡発掘調査報告』広島県教育委員会1973年

(5)富土埜勇r上原遺跡』菊川町教育委員会1976年

(6)森江直紹他『宮原逝跡』山口県教育委員会1974年

(7)正岡睦夫｢雄町逝跡一弥生式土器｣r埋蔵文化財発掘調査報告』岡山県教育委員会1972年

(8)松崎寿和・木下忠｢山口県岩田過跡｣『日本農耕文化の生成』 1961年

(9)金関丈夫・坪井清足・金関恕｢山口県土井浜遡跡｣r日本農耕文化の生成』 1961年

(11杉原荘介．小林三郎｢兵庫県千代田過跡｣『日本農耕文化の生成』 1961年

(11)杉原荘介｢伊予阿方逝跡・片山過跡調査概報｣『考古学集刊』第2冊1949年

(13松崎寿和．潮見浩｢広島県中山逝跡｣r日本農耕文化の生成』 1961年

⑬岡山市遺跡調査団r南方逝跡発掘調査概報』 1971年

(10岡本健児｢愛媛県土居窪巡跡｣r日本農耕文化の生成』 1961年

※第2表を作るにあたっては上記の文献の他，次のものを参考にした。

小林行雄・杉原荘介編『弥生式土器集成』本編1 1964年

潮見浩．藤田等｢弥生文化の発展と地域性一中国・四国｣『日本の考古学』Ⅲ 1966年

岡本健児｢弥生土器一四国｣r考古学ジャーナル』88-93号1975年

2． 石器

石鑛，刃器，石包丁，磨製石斧など計約15Q点が出土した。その約6割はSDOO1溝上層からで，

下層からは約3割，残りがその他の適構からの出土である。全体として調査区の南半に多く，

－13－



特にSDOO1溝中では南半に集中していた。これらに伴って約11"点の安山岩剥片を採集したが，

出土状況は石器とほぼ同様である。

石鹸(101～136） 石鍛はすべて安山岩製で36点がある。 うち28点がSDOO1から出土した。

基部の形態から, A)凹基形(101～127. 133)。B)平基形(128), C)凸基形(134～136)に分

けられるが， この他に不整形のものや未成品もある(129～132)。数的にはA類が多いがA類は

さらに, I)二等辺三角形をなすもの(101～116), II) 5角形に近いもの(117～127)に細分で

き， これらの出土比率はAI=50,AII=35, B=5, C=10となI), AI類が半数以上を占

め，特徴的なC類は全体の1割に満たないことがわかる。また出土層位との関係では, AII類

と不整形のものが上層に多いということがいえる。なお計36点のうち3分の1以上がその一部

を破損しており， 4点が未成品あるいはそれに近い粗成品であった。これはその多くが溝内か

ら出土しており廃棄されたものであるためなのか，あるいは繩文時代的なものをも含むことか

ら供給が需要においつかず，破損品でも使用せざるをえなかったのか，今後の検討が必要であ

ろう。AI類のうち101は縁辺を鋸歯状に打欠いた鋭利なもので, 102は鍬形状に深い挟りをも

っている。 117.126は粗雑な作りの多いAII類のなかでは丁寧な調整を行なっている｡133は重

さ3.9gと特に大きく、用途ではC類との関係が考えられる。

石錐(137～143) SDOO1から安山岩製のもの9点が出土した。形態は, A)両端に錐部を

もち中央をやや膨らませたもの(137.138)と, B)細い錐部の一端に大きなつまみをつけたも

の(139～142)とに分けることができるが, A類は下層からのみ出土した｡137の錐部先端は両側

とも使用により磨滅しており， 140．141は先端が折れている。

石槍(144～146) SDOO1から安山岩製のもの3点が出土した。 144は両端を尖らした長さ7.3

cmの小形品で，剥離調整は片面と裏面縁辺のみで他は磨いてある。これは当初磨製石斧状の石

器であったものを石槍に作りなおしたためで，縁辺ならびに剥離面は再度調整したが，裏面は

そのまま使用したため磨研面が残ったものと考えられる。基部約2cmは扁平で表面が白く変色

しているが， これは柄の着装痕かもしれない。 146は一端を， 145は両端を欠損しているが，い

ずれも両側から剥離調整しており断面は凸レンズ状をなす。

石匙(147～150) 安山岩製の刃器の一端に柄をつくり出したもので, 5点がある。柄は身

の中央にあるもの(148)と，一方にかたよっているもの(147.149.150)とがあるが，いずれも

調整は丁寧で形態もほぼ整っており，全面を剥離調整したものである。

打製石包丁(151.152） ．半分を欠損しているが短辺中央を凹ませて紐かけとしたもの2点

がSDOO1上層から出土した。安山岩剥片のほぼ全周を剥離調整している。

刃器(153～171) 安山岩剥片の一辺以上に刃をつけたものすべてをこれに含めた。計40点

がある。内容的には, A)剥片の周囲をさらに剥離調整して方形または隅丸方形の定形化した

形態にしたもの(153～159)と, B)不定形の剥片の1または2辺を剥離調整し刃部としたもの

(160～171)に分けることができるが，量的には後者が圧倒的に多い。またB類にも162～164な
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どのように大きさ形態ともにある程度選別されたものと， 168～171のように単なる剥片を利用

したものの2者があり，内容的には丁寧なものから粗雑なものまで種々がある。なおA類はS

DOO1下層に多く , B類は大半が上層から出土した。

磨製石斧(172～176） 計6点がある｡172は刃部を欠損するが断面円形に近い小形のもので

全面を磨いており，頂部に打痕がみられる。 173～175はそれぞれ刃部，頂部，胴部の破片で，

いずれも全面を磨いて断面楕円形とし,173と同様に蛤刃をつけたものと考えられる｡174の頂部

には打痕がある｡176は柱状石斧の破片と考えられ， この他に厚さ2.6cmの片刃石斧の断片がある。

磨製石包丁(177～194) 成品23点のほか未成品6点がある(192～194)。大半が黒色の粘板

岩製である。形態的には, A)胴部のやや張る隅丸長方形のもの(177. 178. 181. 182)と,B)

半月形に近いもの(179･ 180･184)に分けることができ, B類はさらに刃部が直線で背部が外

湾するもの(179)と，刃部が外湾するもの(180.184)の2種に細分できる。大半のものに紐かけ

の円孔がみられるが， その間隔は中心間で1.5～2.7cmまでで, 2.0～2.7cm間のものが多い。孔

はすべて表裏の両面から開けているが，表裏でやや食述うものもある(183)。紐かけ孔のみられ

ないものについては，打製石包丁のように短辺に紐かけの凹みをつけるものや(181） ，短辺を打

欠いて紐かけを容易にしたもの(188)があり，小形のものでは背部を平らに磨いて指あてとし刃

器状に使用することを意図したもの(190)もある。大半のものに製作時の擦痕がみられるが背部

は特に丁寧に磨いておI),なかには使用により表面が磨滅したものもある(178． 179． 181)｡な

お， 184.185は表面に剥離面が残り打製品のようにみえるが，厚い部分には研磨面が残ってお

り，元来は磨製石包丁だったものが製作後に表面が剥離したものと考えられる。未成品は大形

の剥片の縁辺を打欠いて整形するもので, 192. 193は剥離の途中のもの, 194はそれを磨きはじ

めたものである。 194によると，平面をまず磨き，次いで側辺， 刃部をつけているようで，背部

の研磨，穿孔はその後行なわれるものらしい。

砥石(195～197） 計12点がある。内容的には, A)地面に置いて使用する大形のもの(195

・196)と, B)手に持って使用できる扁平で小形のもの(197)に分けられ，後者が多い。砂岩，

泥岩などを使用しており全体に擦痕がみられる。 195は3面を使用しておI), 196は側面が凹レ

ンズ状に擦り減っている。また197のように小形で扁平なものは大半が両面を使用している。こ

の他一辺20～30cm,厚さ5～10cmの大形の石が2点発見されたが片面は扁平で磨いてあり，作

業台あるいは場合によっては砥石として使用された可能性もある。

円礫(198) SDOO1中から径3～10cm大の円礫が10数点出土した。いずれも花崗岩の河原

石で表面に擦痕のみられるものが多く，磨石として用いたものであろう。 198は短辺に敲痕が残

り，磨くと同時に敲いたこともある，つまり敲石として使用されたことも考えられる。

円盤(199） 赤紫色のチャートを扁平にし周縁を円く擦ったものだが，用途については明ら

かでない。

紡錘車(200） 黒色の粘板岩剥片を径｡m,厚さ0.5cmの円形に剥離調整し磨いたもので，中
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央に径0.5cmの円孔を両側から穿っている。両面とも製作後剥離しやや薄くなっているが重さ27

9を計る。

以上のように今次調査区ではSDOO1を中心に多数の石器が出土した。このなかでは36点の石

鑛と40点の刃器， 29点の磨製石包丁の出土がめだつが，前二者は伝統的な繩文時代の影響の強

いものであり，石匙や磨製石斧の一部をも含め，繩文時代的色彩がかなり強く残っているとい

うことができよう。 また後者は新しく入ってきた石器で，打製石包丁，柱状石斧，片刃石斧，

紡錘車なども新時代のものである。こうしてみると石器の組成には新時代の道具をとり入れな

がらも旧来の伝統に従ったものが多く使われているということがわかる。ただ石匙の例のよう

に，一般的には繩文時代のものとされながらも西日本ではむしろ弥生時代にみられることが指

摘されており，場所によっては繩文時代的な道具の使用が継続して行なわれたのかもしれない。

なお，石鑛，石錐，打製石包丁， 刃器などはSDOO1上層と下層とで形態と出土量にやや変化が

みられるが， これをただちに時期差に起因するとするには例数が少ないためまだ問題が残ろう。

また材質については打製石器は安山岩，磨製石包丁は黒色の粘板岩と石材の選定が行なわれた

ことがわかるが，原産地についてはまだ明らかでない。

これら石器の他に1～10cm大の安山岩剥片が約1100点出土した。このうちには幅2.0～2.5cm,

長さ6～8cmで規則的に打欠いたと思われる縦長の剥片や5cm大の石核もあることからある程

度の大きさにした石材をもち込み，遺跡内でそれらを加工したものと考えられる。

3． その他

土製品(201～203) SDOO1から土製紡錘車，土錘が出土した。

土製紡錘車は3点あるがいずれも当初から土製紡錘車として製作したもので，土器片などの

転用品ではない。 201は径4.7cm,厚さ中央部でlcmの完形品で，中央よりややずれた位置に径

0."mの孔を焼成前に穿っている。片面は平らにしているが，他面は中央を膨らませており側縁

は平らになでている。重さ27.3g｡ 202は半分を欠損するが径5.6cm,厚さ1.lcmを計I)断面は凸

レンズ状に近い。中央に径0.7cmの円孔を焼成前に穿っている。 203も破損しているがやや大き

く，径7.am,厚さ1.5cmで断面は長方形に近い。重さは約4分の1を欠損しているにもかかわ

らず63gを計り， 当初は80g以上であったものと考えられる。 これは現在知られているものの

うちでは最も大きいグループに属する。

土錘は径約2.5cm,長さ約6cmの管状をなすと考えられるものの破片が1点出土した。

骨製品(204） 204は骨を削り先端を尖らした針状のもので長さ10cm以上，基部は幅lcm以

上に広げている。

その他にSDOO1よりシイ， カシの実が数10点検出され，動物の歯，骨，二枚貝の殻なども少

量発見された。 またSDOO2底からはモモの実，径10cm以上もあるカヤの材が検出された。
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Ⅵおわ り に

大宮遺跡の第1次発掘調査は，北半の街路建設予定地13～15区と，南半のかって多量に土器

が発見された27区について実施した。このうち13～15区では，上面が削平されたためか耕作土

下にはすぐ･に基盤の黄灰色粘土層があり，明確な遺櫛を検出することはできなかった。

27区では，調査区を縦断するように弥生前・中期の糊， それに囲まれて多数の土城，柱穴な

どが検出され， それに伴って多量の弥生土器，石器などが発見された。

溝は,調査区を縦断する前期の溝SD"1と，その外側約10mを巡ると考えられる中期の溝S

DOO2の2条がある。 SDOO1は長さ30m以上を調査したが，内部に陸橋状の施設SXO30をもち，

ある時期には溝底のかさ上げを行なっていることを明らかにした。SDOO2はその一部しか調査

できなかったが, kI)規模の大きいものであったことが予想される。両者共，北西方向に中心

をもつ弧状をなし，延長すると径80～100m程度の環濠状になることが推定され，時期的に新し

くなると共に外側へ拡大していったことが考えられる。ただ環濠の内側については，土城，柱

穴を検出したにすぎず，調査区の関係と旧地表面の削平によってその性格を具体化することは

できなかった。

またSDOO1内にみられた焼土や灰・炭の広がりについては，周辺で土器の焼成が行なわれた

ことを推測させたが，その作業が溝内で行なわれたか否かについては明らかにできなかった。

こういった遺櫛については他に調査例もなく，結論は今後の調査に待ちたい。

遺物については, SD001．002から多量の弥生土器が一括して出土し， この地域における土

器型式編年の基準となった。その編年的位置づけについてはv章1で記したとおりである。た

だ土器の溝内廃棄の意味，器種構成の検討，多量の底部穿孔土器などについてはここではふれ

えなかった。石器も多量に発見されたが，在来の道具と移入の道具が混在使用されており，道

具による石材の使い分け， あるいは遺跡内での石器製作も推測された。さらに溝底からのモモ，

シイ， カシなどの食用木の実， あるいは獣骨，貝殻などの発見は食料生産の方法に多様性があ

ったことをうかがわせている。

近年県内では，大規模開発に伴って弥生時代集落の調査例が急増している。それによると中

期後半から後期にかけての集落は谷水田を見下ろす低丘陵上に立地し，時期が下ると共に小規

模に分散していく傾向がみられる。 ところがそれ以前の集落については調査例がなく， どうい

った集落形態をとるのか明らかでなかった。今回の調査は前期から中期前半にかけての集落遺

跡の例として，平地に立地し，かなり大規模な環濠をもつものがあるということを立証したこ

とで大きな意義があるといえよう。

以上のように大宮泄跡の第1次発掘調査は周辺地域における弥生時代の社会，生活を考える

上で予想以上の成果をあげて終了した。県下で例のない大規模で貴重な遺跡であるだけに今後

は調査体制を確立し， より綿密な計画のもとに調査研究を進めてゆかなければならない。
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付1 土器観察表

SDOO1下層
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器形
土鶴
番号 形態 ・ 成形手法・文様の特徴

壷A 11 屑が張らず長胴で平底。外面縦へラ磨き，内面底部はナ完

壷B

2 ．4

1

3

口縁部は外反し，端部は2は丸く， 4は角ばる。外面，内面， 口頚部は横ナ完内面以下

ナデ。 2は4本， 4は2本のへラ描沈線を頚部に施す。

口縁部は外反し，端部は丸い。ルlが少し張り平底。外面横へラ磨き，胴下半は縦へラ磨き。

内面口頚部のみ横ナデ，以下ナ完底部ナデ。頚部にへう描沈線2本を施す。

口縁部は外反し，端部は角ばる。口頚部は内外面共に横へラ磨き，屑部外面は横ハケ，内

面ナ完頚部に3本，胴部に3本のへラ描沈線を施す。

壷C

8

9

頚部は立上がl), 口縁部が大きく外反し，端部は丸い。外面は横へラ磨き，内面不明，頚

部に段を作り，下にへう描沈線2本を施す。

屑が張り出し，扁平な胴部で，底部は上げ底。粘土円板成形。胴部内外面共に横へラ磨き。

底部は荒いへラ磨き。刷部に段を作り，下にへう描沈線を2本施す。

壷，

5

6

7．64

63

65

ロ縁部は少し外反し，端部は角ばる。外面は横へラ磨き，内面， 口頚部は横ナデ，以下ナ

完頚部に削出凸帯3本を付ける。

口縁部は大きく外反し，端部は丸い。外面は盤へラ磨き，内面口頚部は横へラ磨き，以下

ナ完頚部に削出凸帯2本を付ける。

口縁部は外反し，端部は丸い。外面は横へラ磨き，内面は横ハケ後横へラ磨き，頚部に削

出凸帯5本を付ける。

内外面共に横へラ磨き。頚部に削出凸帯2本を付け，上に斜方向の沈線を施す。

外面は横へラ磨き，内面は不明。 ルI部に削出凸帯7本を付ける。

壷E 15
口縁部は外反し，端部は角ばる。外面・口縁部内面は横へラ磨き，内面以下ナデb頚部に

台形の凸帯を貼付ける。

壷F 13

口縁部は外反し，端部は丸い。胴部は扇平で平底。内外面共に横へラ磨き。内面は外面に

比べると荒い。底部はナデb頚部に2本・ル1部に3本の削出凸帯を付け，胴部にへう描沈

線3本を施す。

壷H

12

18

屑部が張り，胴部は扇平である。外面・内面上半は横へラ磨き，下半は横ハケ目後荒いへ

ﾗ磨き。肩部に削出凸帯4本を付け，胴部に三角形の凸帯を貼付け刻目を施す。

口縁部は外反し，鎧部は丸い。践胴で平底である。外面・口縁部内面は横へラ磨き，内面

･底部はナ気頚部に三角形の凸帯を貼付け刻目を施し，胴部に削出凸帯2本を付ける。

壷I 14
口縁部は外反し，端部は角ばる。外面は横へラ磨き。内面は口頚部のみ横ナ気以下ナ気

頚部にらせん状にへう描沈線を施し，間に縦沈線5， 6本を6ケ所に施す。

壷』 66 内外面共に横へラ磨き。頚部にへう描沈線を2本施し，間に刺突文を施す。

壷

(その他）

10

16

62

61

平底で中央に焼成後の穿孔がある。外面は横へラ磨き，内面はナ完

口縁部は大きく外反し，端部は角ばりへラ描沈線を1本施す。内外面共に横へラ磨き。口

縁部に焼成前の穿孔がある。

口縁部は外反し，端部は角ばる。内外面共に横へラ磨き。頚部にへう描沈線1本を施し，

上に刺突文を施す。

口縁部は外反し，端部は角ばる。外面は横へラ磨き，内面不明。口縁部内面にへう描沈線

を1本施す。



SDOO1上層
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器形
器
号

土
番 形態 ・ 成形手法 ・文様の特徴

頚壷 17
口縁端部は平坦になり外に拡張。 口縁部内外面共に横ナデ。屑部外面は横へラ磨き，内面

ナデ。口縁端部に刻目を施し，眉部にへう描線6本を施す。

嚢A 28
口縁部は外反し，端部は丸い。胴部は張らず，平底である。口縁部内外面共に横ナ完胴

部外面は縦ハケ目，内面は縦へラ磨き。底部はナデ。口縁端部に刻目を施す。

変B

20

22

23

口縁部は外反し，端部は角ばる。 口縁部内外面共に横ナデ。胴部外面は横ハケ目， 内面は

不明。口縁端部に刻目を施し，胴部にへう描沈線3本を施す。

口縁部は大きく外反し，端部は丸い。内外面共に横へラ磨き。胴部にへう描沈線2本を施す。

口縁部は少し外反し，端部は丸い。胴部は強り出す。口縁部内外面共に横ナデ。胴部内外

面共に縦ハケ目，後外面はナデ。口縁端部に刻目を施し，胴部にへう描沈線4本を施す。

嚢C 21
口縁部は外反し，端部は少し角ばる。胴部は少し張り出す。口縁部内外面共に横ナ気胴

部内外面共に横へラ磨き。胴部を削り段を作る。

護り 24
口縁部は外反し，端部は少し角ばる。口縁部内外面共に横ナテ'6胴部外面は横ハケ目，内

面横へラ磨き。 口縁端部に刻目を施し，胴部を削り段を作り，上にへう描沈線3本を施す。

蕊E 25
口縁部は大きく外反し，平坦になり，端部は角ばる。口縁部内外面共に横ナデ。胴部外面

は縦ハケ目，内面はナデも口縁端部に刻目を施し，胴部に削出凸帯4本を付ける。

変G 26．67
口縁部は外反し，端部は丸い。口縁部内外面共に横ナデb胴部外面はナデ，内面は不明。

口縁部外面に刻目を施し， 26は胴部にへう描沈線を2本， 67は4本施し，間に縦沈線を施す。

甕H 27
口縁部は外反し，端部は丸い。胴部が張り出す。口縁部内外面共に横ナデ，以下不明。 口

縁端部に刻目を施し，胴部にへう描沈線3本を施し，間に山形の平行沈線を施す。

喪 I 68

口織部は大きく外反し，平靖になり端部は角ばる。口縁部内外面共に横ナデ。胴部外面は

縦ハケ目，内面は横へラ磨き。口縁端部に刻目を施し，胴部にへう描沈線3本を施し，間

に刺突文を施す。

蜜 19
平底で中央に焼成後の穿孔がある。粘土円板成形。外面は縦ハケ目，下端は指押え，内面

は横へラ磨き。底部はナデ。

鉢 29．30
口縁部は外反し，端部は29は丸くなり30は角ばる。平底。口縁部内外面横ナデ。胴部は内

外面縦ハケ目後横へラ磨き。底部はナ気

壷用蓋

31

32～34

円盤形でつまみが付き，端部は角ばる。中央に孔がある。調整不明。

笠形で32．33はつまみが付き， 34は無し。中央に孔がある。 32は外面ナデ，内面へラ磨き。

33は外面へラ磨き，内面ナデ634は外面ハケ目内面ナデ。 32は外面周辺部にへう描沈線2

本を施す。

爽用蓋 35 笠形でつまみが付き，端部は丸い。内面・外面下半は横へラ磨き。上半つまみ部はナデ6

壷B

36

42

45

口縁部は外反し，端部は丸い。長胴であり，平底。外面・内面口頚部は横へラ磨き。内面

と底部はナデ。頚部にへう描沈線2本を施す。

口縁部は外反し，胴部は丸い，調整不明。頚部・胴部にへう描沈線をらせん状に6回周す。

口縁部は外反し，端部は角ばる。調整不明。頚部にへう描沈線5本を施す。

壷E

37

40．41

口緑部は外反し，端部は角ばる。内外面横へラ磨き。頚部に三角形の凸帯を2本貼付け刻

目を施す。

胴部は丸く，平底である。胴部外面は横へラ磨き，内面はナデ。 41は調整不明。頚部・胴

部に三角形と台形の凸帯を貼付け刻目を施す。
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器形
舞
号

土
番 形態 ・ 成形手法 ・ 文様の特徴

壷E 72～74
72は内外面横へラ磨き。他調整不明。 72は2本， 74は4本， 73は台形の幅広い凸帯を貼付

ける。 73は凸帯に沈線を2本施し刻目を施す。 74も刻目を施す。

壷G 38
胴部は丸く，底部は凹む。外面は横へラ磨き・内面・底部はナデ。胴部に凸帯を貼付け，

その上にへう描沈線6本を施す。

壷H 39
口縁部は外反し，端部は丸い。胴部は丸い。調雛不明。頚部に三角形の凸帯を貼付け，胴

部に削出凸帯4本を付ける。

壷』

43

75．76

口縁部は外反し，端部は丸い。長胴で平底。調雛不明。頚部にへう描沈線2本を施し, 1111

に刺突文を施す。

75は内外面横へラ磨き。頚部にへう描沈線2本を施し，間に刺突文を施す。 76は竹管によ

る刺突である。

壷

(その他）

44

46

69．70

71

77

78

頚部が長く， 口縁部は外反し，端部は丸い。優胴である。口縁部内外面横ナデ。胴部外面

は横へラ磨き，内面はナデ。頚部と胴部にへう描沈線2 ． 3本を施し，間に円形浮文を貼

付ける。

口縁部は大きく外反し，端部は角ばり，へラ描沈線を施す。内外面横へラ磨き。

内面に三角形の凸帯を貼付け，刻目を施す。内外面横へラ磨き。

胴部は丸い。外面は横ナデ，内面は不明。胴に台形の凸帯を貼付け， 貝殻沈線を施す。 AI

部には貝殻沈線2本を施し，凸帯との間には貝殻木ノ葉文を施す。

内面は横ハケ目，外面不明。肩部に幅広い凸幣を削出し，へラ描沈線を施し，間に刺突文

を施す。

外面は横へラ磨き，内面はナデ。屑部にへう描沈線3本を施し，その下にへうによる斜交

子文を施す。

甕A
48

49

口縁部は大きく外反し，端部は角ばる。口縁内外面横ナデb胴部外面は縦ハケ目，内面は

横ハケ目。

口縁部外面に三角形の凸帯を貼付け口縁部とする。外面は縦ハケ目，内面は横へラ磨き。

甕B

47

79

口縁部は少し外反し，端部は丸い。口織部内外面横ナデb胴部外面は縦ハケ目，内面は縦

ハケ目後横へラ磨き。口縁部に刻目を施し，胴部にへう描沈線3本を施す。

口縁部は大きく外反し，平坦となI)端部は角ばる。口縁部内外面横ナデ。胴部外而はナテ2。

内面は横ハケ目。口縁部に刻目を施し，胴部にへう描沈線10本を施す。

甕F 80
口縁部は少し外反し，端部は丸い。口縁部内外面横ナデb胴部内外面横へラ磨き。口縁部

に刻目を施し，胴部に三角形の凸帯を貼付け刻目を施す。

喪 I 81
口縁部は大きく外反し，端部は丸い。調整不明。口縁部に刻目を施し，胴部にへう描沈線

2本を施し，間に刺突文を施す。

察

(その他）

50

51

口縁部と胴部に三角形の凸帯を貼付け， 口縁とする。口縁部内外面横ナデ。胴部外面は縦

ハケ目，内面はナデも口縁端部と凸帯に刻目を施し， その下にへう描沈線10本を施し， そ
の下に円形浮文を貼付ける。

平底で中央部に焼成後の穿孔がある。外而は縦へラ磨き。内面・底部不明。粘土円板成形。

鉢

52

53

54

口縁部は大きく外反し，端部は丸い。平底。口縁部外面は横ナデ，以下と内面共に横へラ
磨き。底部内外面ナデ。

口縁部は外反し，端部は角ばる。 口縁部内面は横ナ気以下と外面共に横へラ磨き。

口縁部外面に三角形の凸帯を貼付け口縁とする。胴部中位に把手を貼付ける。内面は横へ
ラ磨き，外面は不明。
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器形
器
号

土
番 形態 ・ 成形手法 ・ 文様の特徴

鉢 55
口縁部は少し外反し，角ばる。胴部は張り出す。口縁部内外面横ナ気胴部外面は縦ハケ

目後横へラ磨き，内面は横ハケ目後横へラ磨き。

壷用蓋 57．58 笠形で57はつまみがなく， 58はある。中央部に孔がある。内外面横へラ磨き。

甕用蓋 59 笠形でつまみがあり，端部は角ばる。調整不明。

ﾐニチュ

ア土器
56．60

鉢のミニチュアで口縁端部は丸く平底。60は内外面横へラ磨き，底部はナデ6 56は調整不

明 。

壷A

83

84

口縁部は少し外反し，長胴である。口縁部内外面横ナデb頚部外面横へラ磨き，胴部内外

面は縦へラ磨き。

口縁部は外反し，端部は角ばる。口頚部内面は横へラ磨き。以下と外面共に横ナデ。

壷B 閉
口縁部は少し外反し，長胴である。口頚部外面は横ナデ， 内面は横へラ磨き。胴部外面は

縦へラ磨き， 内面はナデb頚部に4段のクシ描直線文とその下に刺突文を施す。

壷C

91

94

口縁部は外反し，端部は内側へ拡張する。内外面横ナデ。外面に三角形の凸帯を2本貼付

け刻目を施す。

粘土紐を貼付け2本の凸帯とし，上には刻目を施す。調整不明。

壷， 82

口縁部は外反し，端部は下方へ拡張する。胴部は張出す。頚部外面は縦ハケ目，胴部外面

･内面横へラ磨き。口縁部にへうで斜交子文を施す。頚部に三角形の凸帯を貼付け刻目を

施し， その下にクシ描直線文と刺突文を2段施す。

壷

92

95．96

口縁部は大きく外反し，端部は角ばる。内面にクシ描直線文を施し，その下と口縁端部に

刺突文を施す。

内面に三角形の凸帯を貼付ける。 95は刻目を施す。調整不明。

無頚壼 93
胴部は張り， 口縁端部は角ばる。 口縁部に孔がある。外面は横ハケ目，内面は横へラ磨き。

クシ描直線の下に波状文をつけ， 4段に施している。

喪A

87

88

口縁外面に三角形の凸帯を貼付け口縁部とする。口縁部内外面横ナデ，胴部外面は縦ハケ

目，内面はナデ。

口縁部は大きく外反し，端部は丸い。 口縁部内外面横ナデ。胴部内面は横へラ磨き，外面

不明。

蕊B

89

97

口縁外面に三角形の凸帯を貼付け口縁部とする。口縁部外面は横ナデb胴部外面は縦ハケ

目，内面は横へラ磨き。胴部にクシ描直線文を施し，下に刺突文を施す。

口縁外面に三角形の凸帯を貼付け口縁部とする。口縁部外面は横ナ完胴部内面は横へラ

磨き。胴部にクシ描直線文とクシ描波状文を施す。

甕， 90
口縁外面とその下に三角形の凸帯を貼付け口縁部とする。口縁部外面は横ナデ。胴部外面

は縦へラ磨き，内面は横へラ磨き。胴部にクシ描直線文とクシによる刺突文を2段施す。

鉢 86 口縁部は角ばる。外面は縦ハケ目後横へラ磨き，内面はナデb口縁端部に刻目を施す。

蕊A 98
口縁部は大きく外反し，長胴であり，平底。口縁部内外面横ナデb胴部外面は縦へラ磨き，

内面・底部はナデb口縁部に2孔を1対あける。

蓋 99 笠形でつまみがあり，端部は丸い。調整不明。口縁部に2孔を1対あける。
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番号 種 別
長さ

脚

幅
倒

亜 き

(9)
石材 出土地

101 石 鐵 2.8 1．6 0．8 安山岩 SmO1下層

102 〃 2 3 1 4 0 9 〃 SmOl上層

103 〃 2 3 1 7 0 8 〃 〃

104 〃 2 3 1 4 0 6 〃 SmO1下層

105 〃 2 0 1 3 0 7 〃 SDOO1上層
106 〃 2 0 1 5 0 7 〃 〃

107 〃 2 7 (1 4） （0 8） 〃 SDOO1下層

108 〃 2 6 1 4 1 2 〃 表 土

109 〃 (1 7） 1 4 (O 7） 〃 SⅨ》01下層
110 〃 (1 4） 1 5 (O 5） 〃 SmO1上層

111 〃 2 3 (1 4） （0 9） 〃 〃

112 〃 (1 8） (1 4） (0 4） 〃 SM1下層

113 〃 1 9 (1 5） （0 6） 〃 SM1上層

114 〃 (2 2） (1 6） (0 7） 〃 〃

115 〃 2 6 1 8 1 3 〃 SKO20

116 〃 (2 3） 1 8 ( 1 4） 〃 表 土

117 〃 2 2 1 4 0 8 〃 〃

118 〃 1 9 1 3 0 5 〃 SmOl上層
119 〃 (1 9） 1 7 （ 0 6） 〃 〃

120 〃 1 7 1 4 0 5 〃 SmO1下層
121 〃 2 1 1 5 0 7 〃 SmO1上層
122 〃 1 8 (1 3） （ 0 5） 〃 Sm32

123 〃 1 7 1 3 0 4 〃 SmOl上層
124 〃 (1 8） 1 6 （0 5） 〃 〃

125 〃 1 8 1 1 0 5 〃 〃

126 〃 2 3 1 3 0 6 〃 〃

127 〃 (1 7） (1 3） （0 5） 〃 〃

128 〃 (1 3） 1 4 （0 4） 〃 SKO20

129 〃 2 4 1 9 2 4 〃 SmOl上層
130 〃 1 9 1 6 1 1 〃 〃

131 〃 2 1 1 5 1 0 〃 〃

132 〃 2 5 1 3 1 2 〃 表 土

133 〃 3 4 2 6 3 9 〃 SDOOl下層
134 〃 4 1 1 5 3 6 〃 SmOl上層

135 〃 (2 4） 1 5 （ 2 0） 〃 SmO1下層
136 〃 (2 3） 1 6 （ 1 7） 〃 〃

137 石 錐 4 7 1 5 3 6 〃 〃

138 〃 4 6 1 2 3 3 〃 〃

139 〃 5 2 1 5 5 0 〃 SmO1上層

140 〃 (3 l) 1 5 （ 1 8） 〃 〃

141 〃 (3 4） 1 7 （ 2 9） 〃 〃

142 〃 3 0 1 6 2 4 〃 〃

143 〃 (2 1） 0 8 （0 7） 〃 〃

144 石 槍 7 3 1 9 11 7 〃 〃

145 〃 (6 3） 3 8 (31 1） 〃 SmO1下層
146 〃 (4 O) 2 8 (10 2） 〃 SmOl上層
147 石 匙 6 3 4 7 15 1 〃 〃

148 〃 (6 0） 4 8 (19 4） 〃 SmOl下層
149 〃 6 5 4 7 16 9 〃 〃

150 〃 (3 2） 3 5 （ 6 0） 〃 SmO1上層
151 打製石包丁 (3 2） 5 1 (13 6） 〃 〃

152 〃 (2 7） 4 5 (10 7） 〃 〃

153 刃 器 5 8 5 2 34 9 ” 〃

番号 槻 別
長さ

㈲

幅
㈱

重 さ

(9)
石材 出土地

154 刃 器 6．7 3．9 26．2 安山岩 SmOl下層

155 〃 6 8 4 7 30 6 〃 11区柱穴

156 〃 5 3 3 8 15 0 〃 SmOl下層

157 〃 3 4 2 7 5 3 〃 SmOl上層

158 〃 (3 9） (2 9） ( 11 8） 〃 〃

159 〃 (3 6） 4 4 （ 14 8） 〃 SmOl下層

160 〃 5 4 4 5 13 3 〃 SmOl上層

161 〃 (4 8） 3 2 （ 11 5） 〃 〃

162 〃 6 8 3 5 19 0 〃 〃

163 〃 6 5 3 5 13 4 〃 〃

164 〃 5 2 2 6 6 9 〃 〃

165 〃 5 7 3 8 19 0 〃 〃

166 〃 3 8 4 2 12 0 〃 〃

167 〃 4 8 3 6 14 4 〃 〃

168 〃 3 7 1 9 4 8 〃 表 土

169 〃 5 5 5 3 22 4 〃 SmO1下層

170 〃 4 7 (2 4） （ 8 2） 〃 表 土

171 〃 5 0 2 7 5 0 〃 SmO1上届

172 磨製石斧 (9 1） 4 3 (199 4） 斑れい岩 〃

173 〃 (7 3） (4 O) (130 4） 安山岩 SmO1下届

174 〃 (4 4） 4 9 (106 7） 石英斑岩 〃

175 〃 4 1 (6 O) (136 9） 安山差 SmOl上層

176 〃 (5 3） (1 9） （ 17 8） 緑色片岩 表 土

177 瞬製石包丁 12 6 3 8 42 1 粘板岩 SmO1下層

178 〃 9 7 4 6 42 4 〃

179 〃 (9 1） 4 6 （57 9） 〃 SmO1上層

180 〃 11 7 5 2 76 7 〃 〃

181 〃 8 2 5 1 57 9 〃 SmOl下層

182 〃 (9 5） 4 6 （30 6） 〃 SmOl上層
183 〃 (3 1) (3 2） （ 8 8） 〃 〃

184 〃 (7 1） 7 0 （ 74 9） 緑色片岩 〃

185 〃 (5 2） 5 5 （21 9） 粘板岩 〃

186 〃 (5 8） 4 8 （ 23 4） 〃 SmOl下層
187 〃 (7 8） (4 0） （ 28 2） 〃 SmOl上層

188 〃 8 0 (3 3） (41 O) 〃 SmO1下層
189 〃 (3 9） 3 7 （ 13 4） 〃 SmOl上層

190 〃 7 8 3 5 20 7 〃 〃

191 〃 (2 l) 4 0 （ 5 6） 〃 〃

192 〃 10 0 4 4 45 1 〃 〃

193 〃 14 0 5 9 113 2 〃 SmOl下層
194 〃 (7 1） 4 9 （ 25 6） 〃 〃

195 砥 石 24 7 9 2 3，000 砂岩 SmOl上層

196 〃 (10 O) (9 4） (610.0） 〃 SmO1下層
197 〃 (1l 2） (5 1） (126 0） 泥岩 SmO2下層
198 円 礫 10 9 7 5 625 0 花崗岩 SmO1上層
199 円 盤 5 2 4 1 24 5 ﾁｬｰﾄ SmO1下層
200 紡維叩 5 8 5 9 （ 27 0） 粘板岩 〃
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図版’ 大宮遺跡全景
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図版3 検出遺構I
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図版4 検出遺構1I
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図版5遺物出土状況
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図版6 土器I
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図版7 土器I1
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図版8 土器111
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図版9 石器I
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図版'0 石器II ・土製品・骨製品・種子
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